
家庭学習のポイント 

教 科 各教科の家庭学習のポイント 

国 語 

基 礎 

①教科書の文章をくり返し音読。（優れた文章を吸収） 

②わからない言葉は、辞書を使って意味を調べる。 

③漢字スキルで覚えた漢字をくり返しテストをして確認。（自主学習ノートを作る） 

④授業で使っているワーク・プリント・テキストをくり返し解き直す。 

発 展 

①自分に合った問題集を購入し、計画的に解く。（1 日１題、１５分から。） 

②本を読む。（国語は全ての教科の土台。） 

③新聞を読む。（視写・要約・感想をまとめるなど、活用してみる） 

④文法、古典など、授業で習ったことを自主学習ノートにまとめる。 

英 語 

単 語 準備物：ミニラボ＋ノート 

①発音記号や音声（QR コード）を参考に、正しい“音”を確認する。 

②英単語の意味を書いた後、その横に発音しながら何度か書いて練習する。 

③最後に日本語の意味だけを見て正しく書けるか自分でテストをする。 

④間違えた単語をもう一度発音しながら書いて練習する。 

文 法 準備物：ミニラボ＋赤シート＋ノート 

①各 part の最初のページの解説を読み、ノートに自分なりにまとめ直す。 

②答えを赤シートで隠しながら、ノートに解き直す。 

文 A．準備物： ミニラボ＋赤シート＋ノート 

①単語リスト右ページの例文の、和訳と英文をノートに書き写す。 

B. 準備物： 教科書＋ノート 

①音声（QR コード）を参考に、教科書本文/ミニラボ例文の正しい“音”を確認 

②ノートに本文を書き写し、和約を書いてみる。 

③先生や友達にチェックしてもらう。 

数 学 

家庭学習の流れ 

①数学ワークや教科書の章末の問題を、解答を見ずに解いてみる。 

②答え合わせをする。 

③間違えた問題を赤ペンで間違いを直す。 

（間違えた解き方を消しゴムで消さずに残しておく） 

④自主学習ノートに間違った問題を解き直す。 

⑤答え合わせをする。 

⑥さらに間違えた問題を解き直す。 

・・・以降、解答を見ずに解けるようになるまで繰り返す。 

ステップアップ 

①自分が間違えた問題で、どのような間違いが多いのか分析する。 

（○例符号ミス、絶対値の計算ミス、数学用語の意味の勘違いなど） 

②解答を見ても理解できない問題は、分からないままにせず、担当の先生や友人に質問する 



自分でノートを準備したり、

ワークの隙間に書いたり、ど

こに書くかは自分で見つけま

しょう！ 

社 会 

パターン 1 

ワークやプリント、これまでのテスト問題を繰り返し解きましょう！ 

①問題を解く。 

②答え合わせをする。 

③間違えた問題を解き直す。 

④間違えた問題の答え合わせをする。 

⑤さらに間違えた問題だけ解き直す。 

（・・・以降、間違いがなくなるまで繰り返し） 

 

この方法で先生は社会の力を伸ばしていきました。 

1 冊を極限まで使い切るので、何冊も問題集を持つ必要がありません！ 

しかし、別の視点からも問題を解きたいと思う人もいるのではないでしょうか？その場合

は、1 冊が完璧になったら、もしくは、そのページが完璧になったら別の問題集を家庭で買

い、挑戦してきて下さい。 

パターン２ 

自分でまとめノートをつくりましょう！ 

ノートを 1 冊準備し、教科書を自分なりにまとめていく方法です。時間がかかり、 

最初はまとめ方もつかめないかもしれませんが、オリジナルのノートは大きな武器になるか

もしれませんよ。本文を丸写しするのではなく、自分の言葉で簡単にまとめ直していく方が

よいノートに仕上がると思います。また、色ペンを駆使し見栄えにこだわると後から見返す

際にも、より効果があるでしょう。気になった人は、廊下に見本を張っておくので参考にし

て下さい。 

理 科 

基 礎 

①宿題のワークやプリントを丁寧に解く。 

まずは自分の力で解いてみて、分からない所はノートや教科書を使って調べよう。そし

て何よりも大切なのは、丸付けです！直しをきちんとして、間違えたところをしっかり理

解しよう。 

②１度やったワークやプリントをくり返し解く。 

宿題でやったワークやプリントをもう一度解いてみよう。間違えたところをチェックし 

て、すべてできるまでくり返し解こう。 

発 展 

①自主ノートを作る。 

教科書の内容を自分なりにまとめてみましょう。特に図を自分で描いてみることでさら

に理解が深まります。また、疑問に思ったことなど発展的な内容を自分でさらに調べてみ

ることで、思考力テスト対策にもつながります。 

②問題集を購入し、解く。 

学校のワーク、プリントをまずは完璧にこなすことが一番ですが、さらに難しい問題に

もチャレンジしたいという人は、問題集を購入して解いてみましょう。 

 


